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（１）事業の経過及び成果

新型コロナウイルスが５類感染症へと移行してから、２年目のスタートとなりました。

売上高は、対前年を上回る月が７か月、下回る月が５か月でありましたが、トータル

売上げ８３４百万円（税込）となり、年間目標額７９４百万円に対し１０５％の達成率

となりました。

特に、ＪＡ農産物販売が前年比１１０．７％増の２９８百万円の売り上げのほか、レ

ストラン常陸亭（１０８．１％）麵屋げんき（１０３．５％）が売り上げを牽引しまし

た。

ジェラート＆スムージーにおいては、ブルーベリーヨーグルト味をはじめ３種類を新

たに作るとともに、有機栽培のニンジンやカボチャで作ったジェラートを１１月に本市

で開催された「第２回全国オーガニック給食フォーラム in常陸大宮」の交流会にて提供

しました。また、ミルク味やえごま味のジェラートは、９月よりふるさと納税の返礼品

に加わりました。

直売所においては、プライベートブランド商品の開発を常に模索し、えごま関連で「え

ごまかりんとう」を１０月から新商品として販売しました。

インクルーシブ遊具を備えた「ピジョンの広場」においては、年間を通して土日祝日

は親子連れでにぎわっており、一日の滞在時間も長く、かわプラザで遊ぶことを目的と

して来場する家族が多くなってきました。

夏場は川遊びに来るお客様が多く見られ、昨年設置した洗い場２か所にシャワー栓を

取り付け、その近くに簡易の更衣室を設置し好評でした。

イベントにおいては、奥久慈イチゴフェアや工芸フェス、新米フェア、軽トラ市、洋

野菜フェス、９周年祭等を開催し集客に努めるとともに、１１月３０日には入館者５０

０万人を達成し、その感謝を込めて１２月に「入館者５００万人達成感謝祭」を２日間

開催しました。

映画の撮影が、８月と１月に当施設を利用して行われました。上映後にファンの方が

来場されることを期待したいと思います。

茨城県内１２番目の道の駅として誕生して以来、９年が経過しました。遊べる滞在型

の道の駅として、また常にトイレや景観がきれいな道の駅として認知されています。

今後も、お客様の期待に応えられるよう従業員一同精進し、「また来たい」と思われる

「楽しい道の駅」を目指します。
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（２）事業の概要

ア．会議の開催状況

会議名称 日時・場所 議事内容

第４６回

取締役会

令和６年５月２０日（月）

１６：００

道の駅常陸大宮多目的室

【議案】

・令和５年度（第９期）決算報告について

・第９期定時株主総会開催について

・取締役辞任による選任の件

・取締役、監査役の年額報酬総額について

・株主配当について

・株主総会の議案について

【報告】

・令和５年度の運営状況について

・その他（取材等報告）

第９回

定時株主総会

令和６年６月３日（月）

１６：００

道の駅常陸大宮多目的室

・第９期決算資料の承認

・取締役辞任による選任の件

・取締役及び監査役の報酬額決定の件

第４７回

取締役会

令和６年９月２０日（金）

１６：００

道の駅常陸大宮多目的室

【報告】

・第１四半期の営業概況について

・６月月次決算報告について

・取材等報告について

・その他

第４８回

取締役会

令和６年１２月１７日

（火）

１５：００

道の駅常陸大宮多目的室

【報告】

・取締役登記完了報告

・第２四半期の営業概況について

・９月末月次決算報告

・その他

第４９回

取締役会

令和７年３月２８日（金）

１５：００

常陸大宮市役所庁議室

【報告】

・第３四半期の営業概況について

・１２月末月次決算報告

・その他

【議案】

・期末手当の支給について
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イ．レジ通過者数及び施設利用者数

【レジ通過者数】

【施設利用者数】

ウ．部門別売上等

【直営部門】

【参考：テナント部門】

区 分 レジ通過客数

直売所 344,898人
レストラン常陸亭 56,137人
麺屋げんき 60,974人
ジェラート&スムージー 54,283人
加工（かわまるキッチン、鮎） 6,016人
瑞穂牛キッチン COWCOW ※㈱フロンティアロード 62,949人

計 585,257人

区 分 利用者数

バーベキュー施設 3,213人
多目的室等 827人

計 4,040人

区 分 販売金額（千円・税抜）

直売所（うち特産品販売） 278,402
レストラン常陸亭 62,232
麺屋げんき 38,943
ジェラート&スムージー 40,241
加工（かわまるキッチン、鮎） 41,032
テナント手数料（委託販売手数料等） 21,827
自動販売機手数料（電気料含む） 6,731
バーベキュー施設等（指定管理料含む） 15,248

計 504,656

区 分 販売金額（千円・税抜）

直売所（うち農産物販売） ※JA 常陸 298,068
瑞穂牛キッチン COWCOW ※㈱フロンティアロード 38,104

計 336,172
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（３）設備投資及び資金調達の状況

令和６年度末有形固定資産の状況 （単位：千円）

（４）財産及び損益の状況 （単位：千円）

*1「売上高」は、元気な郷づくり㈱の直営部門の売上、委託販売手数料、指定管理業務収入等を合計した

もの。

*2「総売上高」は、テナントである農産物直売所及び瑞穂牛キッチン CowCowにおける売上（販売手数料

差引後）を含む施設全体の販売取扱額を表したもの。

（５）会社の概要 ※令和７年３月３１日現在

ア．事業内容

・道の駅常陸大宮の管理運営の受託

・飲食施設、農産物直売所の管理運営等

イ．所在地

〒319-2211 茨城県常陸大宮市岩崎 717-1
TEL：0295-58-5038 FAX：0295-58-5039

ウ．従業員の状況

期首 増加 移動受入 減少 移動払出 当期

償却額

期末

車両運搬具 0 0 0
工具器具・

備品

292 360 166 486

構築物 4,332 332 4,000

区 分
第６期

（令和２年度）

第７期

（令和３年度）

第８期

（令和４年度）

第９期

（令和５年度）

第１０期

（令和６年度）

売上高 *1 377,733 410,856 480,440 504,572 504,656
(総売上高) *2 (624,481) (662,336) (768,196) (805,177) (834,209)
経常利益 7,135 19,692 30,666 1,610 2,281
当期純利益 5,472 13,373 22,434 1,405 1,576
1株当たり当期純利益

（円）

3,040 7,429 12,463 780 875

純資産 103,011 114,584 135,218 133,922 132,798
総資産 148,195 170,511 199,393 199,148 204,563

区分 男性 女性 計

社員・契約社員 6名 7名 13名
パート・アルバイト 12名 33名 45名

計 18名 40名 58名
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エ．株主の状況

オ．役員の状況

出資者 出資金 保有株式

常陸大宮市 7,000万円 1,400株
常陸農業協同組合 500万円 100株
株式会社常陽銀行 250万円 50株
株式会社筑波銀行 250万円 50株
茨城県信用組合 250万円 50株
水戸信用金庫 250万円 50株
常陸大宮市商工会 200万円 40株
常陸大宮市森林組合 200万円 40株
久慈川漁業協同組合 100万円 20株

合計 9,000万円 1,800株

役 職 氏 名 所 属

代表取締役 鈴木 定幸 常陸大宮市長

専務取締役 綿引 義久 常陸大宮市元副市長

取 締 役 堀江 甫 常陸農業協同組合理事

取 締 役 野澤 豊 常陸大宮市森林組合副組合長

取 締 役 高杉 則行 久慈川漁業協同組合代表理事

取 締 役 飯田 正博 常陸大宮市商工会顧問

監 査 役 樫村 英子

監 査 役 宇留野 努 常陸大宮市産業観光部長
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自 令和　７年　４月　１日

至 令和　８年　３月３１日

令和７年度

事 業 計 画 書

元気な郷づくり株式会社

17



14

（１）主な会議

・取締役会

四半期に１回（年度内４回）

・株主総会

年１回

（２）主な事業内容

・施設管理運営の基本方針

本施設の設置目的である「本市の魅力あふれる多様な地域情報を発信し、交流人口の拡

大を促進するとともに、産業・観光の交流等における地域連携の拠点として、活力ある地

域の創生を図る」ことを達成するため、リピーター育成、顧客満足度の向上などに重点的

に取り組みます。

・供用日数

３５２日（定休日：毎月第３木曜日、元旦）

・供用時間

午前９：００～午後６：００

※但し、駐車場およびトイレ棟については２４時間供用

・年間利用者目標 ※経営評価書による

６０万人（レジ通過客数）

・業務内容

道の駅常陸大宮の維持管理運営等に関する業務

畜産物、農産加工品等の販売に関する業務

食品・物産・その他特産品等の販売に関する業務

農産物・惣菜・菓子類等の製造及び販売に関する業務

飲食店の運営に関する業務

会議・研修・展示等の施設貸出に関する業務

地域振興に関する交流事業、情報発信、イベント等の企画運営に関する業務

地域資源を活用した特産品の開発に関する業務

（３）イベント計画等

・年５回程度

（西洋野菜フェア、新米フェア、軽トラ市やいちごフェア、１０周年記念祭を開催予定）

（４）事業の課題と今後の展開施策

開業１０年目となる令和７年度においては、中期経営計画の策定と内部体制の強化、営業

部門の収益力強化の３点を優先的に対応すべき運営課題とし、以下のような施策を講じてい

きます。

ア．中期経営計画策定

開業１０年目を迎え、施設の修繕・改修を見据えた年次計画を策定し実行していきます。

１０年目になる今年は「道の駅常陸大宮」としてのビジョンを再認識し、それを明示化するこ
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とで将来を見据え、従業員一人一人、また会社全体として、これまでの活動を振り返り改善活動

に繋げていきます。また、計画策定後は、実行・評価・改善の PDCAサイクルにより、計画実
行することを習慣化するよう意識付けを行います。

イ．内部体制の強化

人手不足が長期にわたることを想定し、職場環境、作業環境の改善による現職人材の離脱防

止、長期就業に向けたリーダークラスのマネジメントスキルの養成、パート従業員のマルチジョ

ブ化、能力開発、スキル育成、コンプライアンス等の教育研修を通じた職務充実や社員の職務を

代行できる人材の育成を行います。また、個々が仕事に責任をもって遂行できるよう再度業務内

容の確認、意識付けを行います。

ウ．営業部門の収益力強化

「道の駅」として独自の魅力を宣伝し、自社の収益力強化に繋げます。過去の実績や経験を生

かし、数値化したデータから収益力を強化するための計画を策定・実践していきます。また、リ

ピーター獲得のため、日々最前線でお客様と接点を持つ従業員の顧客対応力を高め、実践的な研

修により更なるサービス品質の向上に努めます。
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（５）令和７年度計画 損益計算書
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